
        戸ノ上中学校だより       第７号 

                                令和４年１１月４日 

学校教育目標 「自律・協同・責任のもと、何事にも全力で取り組む、思いやりの心をもつ笑顔

あふれる生徒の育成」 

 

〈２年生農村民泊体験学習に行ってきました。〉 
 １０月１８日～２０日、由布市で２年生が農村民泊体験学習を行いました。３日間とも非常に

よい天気に恵まれ、２３班すべての班が予定通りのプログラムを行いました。私たち教師は、由

布市の方とすべての家庭にお邪魔しました。その中での体験活動は、（稲刈り、草刈、イチゴの摘

芽、カボスの収穫、枝豆の収穫、サツマイモの収穫、花の苗植え、種まき、竹箸製作、竹でご飯

づくり、ハーブ摘み、焼き芋、火起こし など）本当にたくさんの体験を行っていました。その

ほかに、地域ならではの観光スポットを訪れたり、おいしいご飯を作ったり、素晴らしい感動体

験を行ったようです。最終日、私はある家庭にお邪魔したのですが、そこでイチジクを煮た？も

の、あんもちをいただくなど、大変なおもてなしを受けました。とってもおいしかったです。農

家を訪れた時のみなさんの表情は、本当に充実していたように思いました。また、お別れ式での

みなさんの涙を見たとき、本当に素晴らしい体験をしたんだなと思いました。農泊のスローガン

「一期一会～農家と自然と友人と～」見事に達成できたのではないでしょうか。いつかみなさん

が、家族や友人、大切な人と一緒に由布市を訪れることを期待します。 

 

〈文化総合発表会 大成功！〉 
 １１月２日、文化総合発表会を行いました。まだ全校生徒が集まれない状況の中ですが、各学

年ごとに体育館に入り、残りはリモートで行うという形をとりました。まずは、生徒会のオープ

ニングです。素晴らしいダンスにピコ太郎？文化総合発表会にふさわしいオープニングでした。

次に合唱コンクールです。実は合唱コンクールはどの学年も初めてということで、みなさん気合

が入っていました。私は審査をしましたが、どのクラスもとても素晴らしく、点数をつけるのに

大変苦労しました。他の審査員の先生方も苦労したと言っていました。その中で金賞３－１、銀

賞２－２、銅賞３－２のみなさん、おめでとうございます。惜しくも賞に選ばれなかったクラス

もすべて出し切ったみたいで、本当にすがすがしい表情でした。今回手探りでの合唱コンクール

でしたが、来年度は今年度の反省を生かし、さらにパワーアップしたコンクールになることを期

待します。また、合唱部は私たちのために６曲も披露してくれました。少人数ながら、素晴らし

いハーモニーを届けてくれました。展示では、各学年、各教科、美術部とすばらしい作品ばかり

で感動の連続でした。こんな立派な作品、コンクールができる皆さんです。これからも自信をも

って、学校生活頑張っていきましょう。保護者の皆様には、合唱コンクールの様子を学校開放週

間中にパソコン室でみられるようになっています。展示作品とともにご覧になっていただけたら

幸いです。 

〈優しい心育っています。（その３）〉 
先日、学校に地域の方から電話をいただきました。内容は「戸ノ上中学校の生徒さんが、倒れ

ていた女性を介護し、救急車で運ばれるまで付き添っていました。素晴らしい行動だと思ったの

で、電話をしました。」とのことでした。後日、該当の生徒に確認したところ、女性の家族の方と

一緒に介護したようでした。前号、前々号をあわせて３回目のことになりますが、このようなう

れしいニュースを聞くたびに、戸ノ上中学校のことを誇らしく思います。今後も地域に愛される

戸ノ上中学校でいられるよう、また、（その４）、（その５）と続いていくよう、しっかり頑張って

いきましょう。 

 


